
賛否一覧
出
席
者
数

賛　
　
成

反　
　
対

退　
　
席

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
池
田　
る
み

井
田　
理
恵

五
味　
髙
明

徳
吉　
正
博

奥
田　
敏
治

野
元　
三
夫

小
井
土
哲
雄

仁
科　
英
一

茂
木　
　
勲

笹
沢　
　
武

内
堀　
恵
人

市
村
千
恵
子

池
田
健
一
郎

古
越　
　
弘

議  案
第41号

町長・副町長の給与の特例に関する
条例の一部を改正する条例案 14 10 3 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 −

請  願
第14号

義務教育国庫負担制度の
堅持を求める請願 14 12 1 0 採 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

意見案
第14号

義務教育国庫負担制度の
堅持を求める意見書（案） 14 12 1 0 可 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

議案名等

■全会一致の議案など

※可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、同…同意、採…採択
※議長は採決に加わりませんので、「−」で表示します。　（議長　14番　古越　弘）

議員名簿

議案名および内容
議　案
第34号 専決処分事項の報告（御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
議　案
第35号

～
議　案
第38号

専決処分事項の報告（平成28年度御代田町一般会計・国民健康保険特別会計・後期高齢
者医療特別会計・公共下水道事業特別会計補正予算）

議　案
第39号 御代田町農業委員会委員の選任
議　案
第40号 町道の路線認定
議　案
第42号 御代田町町民の森設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案
議　案
第43号 御代田町統計調査区並びに統計調査員設置条例の一部を改正する条例案
議　案
第44号 御代田町財政事情の作成及び公表に関する条例の一部を改正する条例案
議　案
第45号 御代田町町税条例の一部を改正する条例案
議　案
第46号 御代田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案
議　案
第47号 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する条例案
議　案
第48号

～
議　案
第50号

平成29年度御代田町一般会計・公共下水道事業特別会計・
　　　　　　　　　　　　　　　　御代田小沼水道事業会計補正予算案

報　告
第３号 平成28年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、貸借対照表及び損益計算書の報告
報　告
第４号 平成28年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告
請　願
第15号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める請願
意見案
第15号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書

御
代
田
町
農
業
委
員
会
委
員

内
堀　
文
夫�
（
塩
野
）

内
堀　
孝
昌�
（
塩
野
）

清
水　
陽
子�

（
一
里
塚
）

鈴
木　
健
之�

（
栄
町
）

土
屋　
　
學�

（
三
ツ
谷
）

塚
田　
正
博�

（
上
宿
）

大
井　
壽
尚�

（
豊
昇
）

古
越　
正
彥�

（
馬
瀬
口
）

荻
原　
　
隆�

（
草
越
）

浅
沼　
伸
吉�

（
西
軽
井
沢
）

古
越　
　
優�

（
児
玉
）

五
味　
髙
明�

（
平
和
台
）

飯
塚　
仁
子�

（
小
田
井
）

土
屋　
虎
夫�

（
草
越
）

任
期
は

平
成
29
年
7
月
20
日
か
ら

平
成
32
年
7
月
19
日
ま
で

の
3
年
間

人
事
案
件

Q　
保
育
料
が
軽
減
さ
れ

る
１
、２
、３
号
認
定
の
対

象
者
数
は
。ま
た
、減
額
さ

れ
る
保
育
料
の
総
額
は
。

A　
１
号
認
定
は
、対
象
者

な
し
。２
号
、３
号
認
定
者

は
、13
名
。軽
減
総
額
は
、年

額
27
万
２
千
200
円
で
あ
る
。

Q　
佐
久
広
域
連
合
火
葬

場
負
担
金
170
万
９
千
円
の

内
容
は
。ま
た
町
の
負
担
割

合
は
。

A　

高
峯
苑
、豊
里
苑
の

解
体
費
用
に
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
処
理
費
を
見
込
ん
で
い

　
6
月
定
例
会
は
6
月
2
日
に
招
集
さ
れ
、12
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
た
。

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告
5
件
、人
事
案
1
件
、事
件
案
1
件
、条
例
案
7

件
、予
算
案
3
件
、報
告
２
件
の
町
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
17
件
を
原
案

ど
お
り
承
認・同
意・可
決
し
た
。

定例会
第2回

質　
　
　
　
　
　
疑

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
増

額
で
、市
町
村
分
担
金
は
、

均
等
割
20
％
、人
口
割
80
％

で
計
算
す
る
。

Q　

都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
費
補
正
額
３
憶

２
千
176
万
円
の
内
容
は
。

A　

補
正
に
よ
り
、東
林

大
林
線
の
全
線
に
加
え
、南

浦
３
号
線
、上
ノ
林
児
玉

線
、広
戸
御
代
田
停
車
場
線

の
全
線
の
工
事
完
了
が
見

込
め
る
。ま
た
、久
能
梨
沢

線
、塩
野
区
内
線
の
着
手
が

可
能
に
な
っ
た
。

Q　
市
街
地
整
備
基
礎
調

査
業
務
と
し
て
１
千
123
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

こ
の
事
業
内
容
は
。

A　

昨
年
に
引
続
き
入
向

原
地
区
に
お
け
る
住
宅
地

整
備
を
検
討
す
る
も
の
で
、

事
業
計
画
案
の
作
成
の
ほ

か
、地
権
者
と
の
懇
談
会
や

説
明
会
の
開
催
、意
思
確
認

の
個
別
相
談
会
な
ど
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

Q　
土
地
区
画
整
理
事
業

組
合
の
設
立
の
見
通
し
は
。

A　

お
お
む
ね
１
年
後
に

準
備
組
合
を
設
立
し
、そ
の

後
、県
の
認
可
を
受
け
正
式

な
組
合
は
３
年
後
と
考
え

て
い
る
。

Q　
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
１
憶
３
千
390
万
円

増
額
で
、要
望
額
に
対
し

78
％
の
内
示
と
の
こ
と
で

あ
る
が
当
初
予
算
は
、１
憶

２
千
万
円
で
あ
る
。予
算
額

と
要
望
額
は
違
う
の
か
。

A　

予
算
額
は
、こ
れ
ま

で
の
交
付
実
績
30
～
35
％

を
ベ
ー
ス
に
予
算
化
。要

望
額
は
、５
年
計
画
の
残

り
２
年
と
い
う
こ
と
で
目

標
達
成
に
見
合
っ
た
額

３
億
２
千
万
円
を
要
望
し

た
。

Q　

井
戸
沢
最
終
処
分

場
の
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事

360
万
円
は
、平
和
台
団
地
側

の
フ
ェ
ン
ス
か
。

A　

現
在
予
定
し
て
い
る

の
は
、倒
壊
し
て
い
る
部
分

の
改
修
工
事
で
あ
る
。平
和

台
団
地
側
の
フ
ェ
ン
ス
に

つ
い
て
は
、現
場
の
状
況
を

分
析
し
緊
急
度
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
必
要
な
措
置
、対
策

を
講
じ
る
。

Q　
一
般
管
理
費
の
建
物

借
り
上
げ
料
87
万
５
千
円

の
内
容
は
。

A　

長
野
市
内
の
ア
パ
ー

ト
の
借
り
上
げ
料
で
あ
る
。

理
由
は
、本
年
４
月
か
ら
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
派
遣
し
て
い
る

職
員
用
で
あ
る
。

Q　
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
事
業
１
憶
２
千
万

円
の
内
容
と
㈱
ア
マ
ナ
の

負
担
は
。

A　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
棟
の
改
修
で
９
千
600
万

円
、
駐
車
場
の
整
備
で

２
千
400
万
円
で
あ
る
。イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
棟
の
改

修
費
は
、交
付
金
と
普
通
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
以
外

の
経
費
は
、ア
マ
ナ
の
負
担

で
あ
る
。

　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、町

が
整
備
し
、ア
マ
ナ
に
貸
与

す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

町
負
担
と
な
る
。

平成29年　
条
例
改
正

　
平
成
29
年
度
予
算

倒壊した井戸沢処分場のフェンス
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